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一
は
じ
め
に

の
詩
人
で
あ
る
王
維
は
、
肅
宗
の
上
元
二
年
（
七
六
一
）
七

頃
、
し
た
と
さ
れ
る
（
１
）。
そ
の
死
後
、
か
な
り
早
い
時
期
に
言
さ
れ
た
王
維
は
の
二
點
が
代
表
	で
あ
る
。
第
一
は
、
杜
甫
の
「

悶
」
詩
其
八
の
「
不
見
高
人
王
右
丞
」
で
あ
る （
２
）。
王
維
の
人
格
や

を
端
	に
表
現
す
る
と
さ
れ
る
こ
の
「
高
人
」
の
語
は
、
後
に
杜
甫
の
文
學
	地
位
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
同
樣
に
有
名
な
も
の
が
、
代
宗
皇
李
豫
に
よ
る
「
天
下
文
宗
」
と
い
う
價
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、
王
維
の
弟
で
あ
る
王
縉
の
上
表
文
に
對
す
る
答
詔
に
見
え
る
。
そ
の
上
表
文
は
、
代
宗
の
敕
命
に
應
じ
て
『
王
維
集
』
を
獻
上
し
た
際
に
、
あ
わ
せ
て
奏
上
さ
れ
た
。
こ
の
末
尾
に
「
寶
應
二
年
（
七
六
三
）
正
七
日
」
と
あ
り
、
そ
の
獻
上
が
、
王
維
が
し
て
か
一
年
後
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
王
維
の
別
集
の
本
と
さ
れ
る
こ
の
『
王
維
集
』
の
獻
上
を
め
ぐ
る
代
宗
と
王
縉
の
交
は
、
こ
の
上
表
文
と
答
詔
の
他
に
、
さ
ら
に
新
『
書
』
王
維
傳
（
３
）に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
天
下
文
宗
」
は
、
有
名
で
は
あ
る
も
の
の
、
從
の
王
維
究
に
お
い
て
、
あ
ま
り
大
き
な
い
を
け
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
４
）。
し
か
し
、
王
維
の
容
・
價
史
を
想
す
る
上
で
、
そ
の
後
、
最
も
早
い
時
期
の
、
し
か
も
皇
に
よ
る
最
上
の
價
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
輕
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
代
宗
の
治
世
中
に
、

か
ら
中
へ
と
い
う
中
國
古
典
詩
史
上
の
重
な
轉
換
期
で
あ
る
大
年
を
含
む
こ
と
か
ら
、
こ
の
語
は
、
王
維
と
い
う
一
詩
人
の
價
を
こ
え
た
文
學
史
一
般
の
問
題
と
も
關
わ
る
こ
と
に
な
る
。
代
宗
に
よ
る
「
天
下
文
宗
」
に
つ
い
て
王
縉
の
『
王
維
集
』
獻
上
と
の
關
係
を
中
心
に
紺
野

也
た
と
え
ば
、
王
縉
が
二
度
に
わ
た
り
宰
相
と
な
っ
て
い
た
（
５
）大
年

後
に
お
い
て
、
中
央
文
壇
の

な
擔
い
手
と
な
っ
た
錢
は
、
も
っ
ぱ
ら
王
維
の
後
繼
と
し
て
、
そ
の
詩
文
を
	範
と
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
代
宗
に
よ
る
こ
の
「
天
下
文
宗
」

と
そ
の
提
と
な
っ
て
い
る
『
王
維
集
』
の
獻
上
に
お
け
る
問
題
を
檢
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
を
し
て
、
中
初
期
に
お
け
る
王
維
の
文
學
に
對
す
る

價
、

び
そ
の

價
が
果
た
し
た
時
代
役
を
明
確
に
し
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
上
表
文
と
答
詔
に
お
け
る
差

王
縉
の
「
『
王
維
集
』
表
」
と
そ
れ
を
け
て
發
せ
ら
れ
た
代
宗
の
「
答
詔
」
を
分
析
す
る
と
、
兩
の
に
は
、
王
維
の
記
に
、

妙
で
は
あ
る
も
の
の
見
ご
せ
な
い
差
が
見
ら
れ
る
（
６
）。
集
表
王
縉
臣
縉
言
、
中
使
王
承
奉
宣
旨
、
令
臣

兄
故
書
右
丞
維
文
章
。
恩
命
忽
臨
、
以
以
喜
、
因

、
又
竊
感
傷
。
臣
兄
文
詞
立
身
、
行
之
餘
力
。
當
官
堅
正
、
秉
操
孤
直
、
縱
居
劇
、
不

靜
、
實
見
時
輩
、
許
以
高
流
。
至
於
絡
年
、
彌
加

、
端
坐
 
室
、
念
徃
無
生
。
乘
興
爲
文
、
未
嘗
廢
業
、
或
散
朋
友
之
上
、
或
流
篋
笥
之
中
。
臣
!搜
求
、
慮
零
"、
詩
筆
共
#十
卷
。
今
且
隨
表
奉
。
曲
承
天
$、
下
訪
%文
。
魂
而
有
知
、
&寵
光
於
幽
'。
歿
而
不
朽
、
#大
名
於
(
)。
臣
不
*感
戴
悲
+之
至
、
,奉
表
以
聞
。
臣
縉
-惶
-
.、
頓
首
頓
首
。
,言
。
寶
應
二
年
正
/七
日
、
銀
0
光
祿
大
夫
書
兵
部
侍
1
2御
史
大
夫
臣
縉
表
上
。
こ
の
上
表
文
の
第
一
の
特
3は
、
王
維
の
性
格
や
日
常
に
つ
い
て
多
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
王
縉
は
、
「
官
に
當
り
て
堅
正
、
操
を
秉
り
て
孤
直
、
縱
ひ
劇
に
居
れ
ど
も
、
靜
を
れ
ず
。
實
に
時
輩
の
、
許
す
に
高
流
を
以
て
す
る
を
見
る
」
と
記
す
。
こ
の
「
高
流
」
と
い
う
語
は

の
杜
甫
の

價
と
も
一
4す
る
。
し
か
し
、
王
維
が
安
祿
山
よ
り
官
職
を
け
た
こ
と
も
、
經
5は
と
も
か
く
（
７
）、
事
實
で
あ
る
。
6名
な
「
菩
提
寺
禁
、
裴
7來
相
看
8、
9
:等
凝
碧
池
上
作
;樂
、
供
奉
人
等
舉
聲
。
便
一
時
<下
、
私
#口
號
、
誦
示
裴
7」
詩
（
卷
六
）
の
存
在
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
官
に
當
り
て
堅
正
、
操
を
秉
り
て
孤
直
」
で
は
な
い
、
と
の
批
=は
、
容
易
に
#立
し
得
る
。
故
に
、
こ
の
部
分
が
、
王
維
に
對
す
る
>會
?體
の
一
4し
た

價
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
親
族
に
よ
る
@合
の
良
い
、
肯
定


價
と
し
て
と
ら
え
る
の
も
A當
で
は
な
い
。
文
集
を
纂
し
、
提
出
せ
よ
、
と
の
敕
命
が
發
せ
ら
れ
た
以
上
、
王
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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維
は
そ
の
文
の
み
な
ら
ず
、
人
格
や
臥
の
態
度
ま
で
貞
・
高

な
人
物
と
し
て
か
れ
る
こ
と
が
ま
し
い
。
に
言
え
ば
、
敕
命
と
い
う
代
宗
の
	

に
應
じ
て
兄
の
文
集
を
奉
じ
る
王
縉
が
、
兄
の
負
の
側
面
を
こ
の
上
表
文
に
公
表
す
る
こ
と
は
、
	

し
た
側
の
代
宗
の
威
を
傷
つ
け
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
、
そ
こ
に
現
れ
る
王
維
像
は
も
ち
ろ
ん
實
像
と
重
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、
臣
下
で
あ
る
王
縉
が
、
多
分
に
皇
で
あ
る
代
宗
の
威
を
忖
度
し
た
上
で
の
文
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
特
は
、
佛
に
關
す
る
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
年
に
至
り
」
以
の
句
で
、
そ
れ
は
明
瞭
で
あ
り
、
ま
た
「
靜
」
の
語
に
も
佛
と
の
關
係
を
想
さ
せ
る
。
王
維
は
、
母
の
崔
氏
の
影
を
受
け
て
、
篤
い
佛
信
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
安
史
の
亂
後
、
信
仰
の
性
格
を
變
え
つ
つ
、
王
維
が
從
に
も
ま
し
て
佛
に
歸
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
８
）。
安
史
の
亂
後
の
文
章
に
、
況
臣
夙
有
願
、
伏
願
陛
下
中
興
、

殄
滅
、
臣
出
家
修
、
極
其

、
庶
裨
一
。
（「
謝
除
太
子
中
允
表
」
（
卷
七
））
昔
在
地
、
泣
血
自
思
、
一
日
得
見

 、
願
出
家
修
、
!
奉
明
"。
（「
責
躬
#弟
表
」
（
卷
七
））
と
あ
り
、
王
維
自
身
が
自
ら
の
佛
信
仰
を
べ
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
が
、
$
 再
興
を
願
う
も
の
で
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
王
縉
も
ま
た
熱
心
な
佛
信
で
あ
り
（
９
）、
兄
の
信
仰
へ
も
理
%が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
王
縉
が
あ
え
て
&

年
'の
語
を
用
い
た
理
由
を
、
兄
の
佛
へ
の
歸
依
が
實
際
に
そ
の

年
に
深
ま
っ
た
こ
と
に
の
み
求
め
る
の
は
、
お
そ
ら
く
正
確
な
理
%で
は
な
か
ろ
う
。
右
に
あ
げ
た
文
章
や
、
(川
)の
寄
*を
願
い
出
た
「

施
)爲
寺
表
」
（
卷
七
）
は
い
ず
れ
も
上
表
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
年
の
上
表
文
の
な
か
で
、
兄
で
あ
る
王
維
が
み
ず
か
ら
の
佛
信
仰
は
$
 の
再
興
+願
の
一
,で
あ
る
と
表
明
し
た
事
實
が
、
王
縉
に
と
っ
て
重
	な
の
で
は
な
い
か
。
兄
自
身
に
よ
る
年
の
佛
信
仰
に
お
け
る
眞
意
の
-在
の
表
明
、
そ
し
て
そ
の
.代
の
皇
に
よ
る
文
集
獻
上
の
敕
命
、
こ
の
二
は
王
縉
に
と
っ
て
關
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
弟
で
あ
る
王
縉
は
「
*『
王
維
集
』
表
」
で
兄
の
年
の
佛
信
仰
に
、
こ
と
さ
ら
に
言
!し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
佛
信
仰
の
記
も
、
皇
を
意
識
し
、
皇
の
意
を
/え
て
、
王
維
像
を
形
作
ろ
う
と
す
る
發
言
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
$代
宗
に
よ
る
「
天
下
文
宗
」
0に
つ
い
て
（
紺
野
）
69
王
維
の
文
學
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
記
が
少
な
い
こ
と
も
、
こ
の
上
表
文
の
特
と
言
え
る ＊
。
別
集
の
獻
上
と
い
う
本
來
の
目
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
點
に
多
く
の
言
辭
が
費
や
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
實
際
に
は
「
文
詞
も
て
身
を
立
て
、
之
を
行
ふ
に
餘
力
あ
り
」
と
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

の
二
特
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
上
表
文
は
皇
を
意
識
し
た
、
政
治
配
慮
を
持
っ
て
い
る
。
も
し
文
學
に
の
み
耽
溺
す
る
王
維
像
を
臣
下
の
側
か
ら
表
し
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
人
物
の
文
集
を
求
す
る
こ
と
が
皇
の
威
に
も
影
	す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
王
維
の
文
學
へ
の
言

が
抑
制
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
王
維
の
性
格
や
日
常
の
記
を
じ
て
、
王
維
の
い
わ
ば
「
高
人
」
と
し
て
の
人
格
を
重
點
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
が
そ
の
文
集
が
求
め
る
に
至
っ
た
、
倫
理
根
據
を
積
極
に
示
す
こ
と
も
で
き
る
。
＊
上
表
文
の
後
に
「
歿
し
て
朽
せ
ず
、
大
名
を

に
す
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
確
か
に
こ
れ
は
文
集
に
つ
い
て
べ
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
文
獻
獻
上
の
榮
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
と
見
ら
れ
、
王
維
の
文
學
へ
の
言

の
抑
制
態
度
と
矛
盾
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
三
點
の
特
を
綜
合
に
考
え
る
な
ら
ば
、
王
縉
は
、
皇
の
『
王
維
集
』
獻
上
の
求
と
い
う
事
態
の
な
か
で
、
そ
れ
を
も
と
め
た
皇
の
威
を
損
な
わ
な
い
よ
う
と
す
る
配
慮
の
も
と
に
王
維
像
を
い
た
と
斷
し
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
、
代
宗
の
答
詔
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
之
伯
氏
、
天
下
文
宗
。
位
煽
先
、
名
高
希
代
。
抗
行

、
長
揖
楚
詞
。
六
氣
於
篇
、
正
五
於
韻
。
泉
飛
思
、
雲
散
襟
。
詩
家
流
、
持
論
歸
美
。
誦
於
人
口
、
久
鬱
文
、
謌
以
國
風
、
宜
登
樂
府
。

之
後
、
乙
夜
將
。
石
室
 
!、
歿
而
不
朽
、
栢
梁
之
會
、
今
也
則
"。
乃
眷
棣
#、
克

$
%、
聲
猷
&
'、
(
息
良
深
。
こ
の
答
詔
は
王
縉
の
上
表
文
を
承
け
て
發
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
性
質
は
大
き
く
)な
る
。
上
表
文
の
第
二
の
特
で
あ
っ
た
佛
*に
關
わ
る
記
は
+く
見
ら
れ
な
い
。
第
一
の
特
に
つ
い
て
も
、
「
位
は
先
に
,し
、
名
は
希
代
に
高
し
」
と
-單
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
上
表
文
で
は
抑
制
さ
れ
て
い
た
文
學
へ
の
言

が
、
ほ
ぼ
+
$に
見
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
.


/
.詩
家
/
.國
風
/な
ど
の
『
詩
經
』
に
關
わ
る
語
彙
に
儒
家
詩
*
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
對
句
を
作
る
た
め
の
修
辭
と
し
て
の
意
味
合
い
が
色
濃
く
、
王
維
の
文
學
に
政
治
色
0を
1く
投
射
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
、
兩
に
こ
の
よ
う
な
差
2が
生
じ
る
の
か
。
第
一
に
考
え
ら
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
70
れ
る
理
由
は
、
代
宗
の
き
日
の
體
驗
に
基
づ
く
、
王
維
の
文
學
（
詩
歌
）
へ
の
個
人
愛
好
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
『

書
』
卷
一
九
〇
文
傳
に
、
代
宗
好
文
、
常
謂
（
王
）
縉
曰
、
「
之
伯
氏
、
天
寶
中
詩
名
冠
代
、
嘗
於
	王
座
聞
其
樂
章
。
今
有
多
少
文
集
、
可

來
。
」
縉
曰
、
「
臣
兄
開
元
中
詩
百
千
餘
篇
、
天
寶
事
後
、
十
不
存
一
。
比
於
中
外
親
故
相
與
綴
、
得
四
百
餘
篇
。
」
日
上
之
、
優
詔
襃
賞
。
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

の
三
つ
の
特
を
持
つ
王
縉
の
上
表
文
に
答
詔
が
對
應
し
な
い
こ
と
の
理
由
を
、
な
お
充
分
に

明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
王
縉
の
上
表
に
正
面
か
ら
對
應
し
た
場
合
、
王
維
の
官
に
觸
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
直
接
、
そ
れ
に
言
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
王
維
が
反
亂
軍
か
ら
「
僞
官
」
を
け
た
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
假
に
そ
れ
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
、
親
族
で
あ
り
、
現
役
の
官
で
も
あ
る
王
縉
の
面
目
を
汚
す
ば
か
り
か
、
王
維
を
許
し
た
父
の
肅
宗
や
文
集
を
求
し
た
自
ら
の
威
に
も
影

し
か
ね
な
い
。
こ
の
こ
と
を
意
識
す
る
な
ら
ば
、
『
王
維
集
』
を
求
す
る
立
場
の
代
宗
に
と
っ
て
は
、
上
表
文
の
容
を
ひ
と
ま
ず
無
し
て
、
そ
の
詩
文
に
言
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
結
果
、
上
表
文
と
答
詔
の
に
妙
な
齟
齬
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
上
し
て
き
た
よ
う
に
、
王
縉
の
記
は
『
王
維
集
』
を
求
し
た
皇
あ
る
い
は

の
威
保
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
代
宗
の
囘
答
は
王
維
の
文
學
へ
の
愛
好
を
示
し
つ
つ
、
あ
え
て
上
表
文
と
對
應
さ
せ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
は
り

の
威
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
理
解
す
る
な
ら
ば
、
兩
の
言
う
容
が
か
み
合
わ
な
い
、
と
い
う
こ
の
事
實
の
背
後
に
は
、
王
縉
・
代
宗
と
も
に

の
威
に
對
す
る
 到
な
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
三
、
代
に
お
け
る
別
集
の
獻
上
と
こ
ろ
で
、
代
に
は
、
王
維
の
よ
う
に
、
個
人
の
文
集
で
あ
る
別
集
の
獻
上
を
皇
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
る
例
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
は
從
來
の
!究
で
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
綜
合
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
宗
が
王
維
に
賦
與
し
た
「
天
下
文
宗
」
と
い
う
"價
の
性
格
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
筆
の
#査
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
現
存
$料
を
見
る
限
り
、
敕
代
宗
に
よ
る
「
天
下
文
宗
」
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命
に
よ
る
別
集
の
獻
上
や
纂
は
數
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
、
至
っ
て
特
殊
な
例
で
あ
る
（
）。
以
下
、
そ
の
體
例
を
示
す
。
韋
庶
人
敗
、
（
上
官
）
婉
兒
亦
斬
於
旗
下
。
玄
宗
令
收
其
詩
筆
、

文
集
二
十
卷
、
令
張
爲
之
序
。（『
	

書
』
卷
五
一
后
傳
）
文
宗
好
文
、
尤
重
（
盧
）
綸
詩
、
嘗
問
侍
臣
曰
、
「
盧
綸
集
幾
卷
。
有
子
弟
否
。」
李
裕
對
曰
、「
…
…
」

中
使
詣
其
家
、
令
文
集
。
（
盧
）
能
盡
以
集
五
百
篇
上
獻
、
優
詔
嘉
之
。
（『
	

書
』
卷
一
六
三
盧
辭
傳
（
））
（
徐
）
業
敗
、
伏
誅
、
（
駱
王
）
文
多
散
佚
。
則
天
素
重
其
文
使
求
之
。
有
州
人
雲
集
十
卷
、
傳
於
世
。
（『
	

書
』
卷
一
九
〇
文
傳
）
奉
宣
令
、
臣
來
。
…
…
臣
在
齡
、
好
詞
賦
、
性

得
、
衰
老
不
。
…
…
 
!新
	文
十
卷
上
。
（
李
裕
「
新
	文
十
卷
」
（
"））
こ
こ
で
#目
し
た
い
の
は
、
自
己
の
文
を
獻
上
し
た
李
裕
を
除
き
、
對
象
と
な
っ
た
人
物
に
は
共
$の
特
%が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
特
%は
、
對
象
の
政
治
&經
'を
問
わ
ず
に
、
別
集
の
獻
上
・
纂
を
行
わ
せ
て
い
る
點
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
官
婉
兒
（
昭
容
）
や
駱
王
は
い
わ
ば
反
(
で
あ
る
。
王
維
に
も
、
安
祿
山
の
「
僞
官
」
を
)け
た
事
實
が
あ
る
。
盧
綸
も
後
に
元
載
・
王
縉
ら
に
*座
し
た
と
い
う
大
き
な
負
&側
面
を
持
つ
。
し
か
し
、
別
集
の
纂
に
お
い
て
、
彼
ら
の
負
の
經
'が
影
+し
た
ふ
し
は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
皇
,の
關
心
が
も
っ
ぱ
ら
文
學
に
の
み
あ
り
、
た
だ
彼
ら
の
文
學
が
皇
,の
文
學
&志
向
と
合
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
-の
點
に
#目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
上
官
婉
兒
・
王
維
・
盧
綸
の
い
ず
れ
も
が
宮
.詩
人
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
駱
王
は
宮
.詩
人
で
こ
そ
な
い
が
、
則
天
武
后
は
そ
の
文
章
を
名
文
で
あ
る
こ
と
を
/め
、
こ
の
よ
う
な
人
物
を
用
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
宰
相
を
叱
責
し
て
い
る
（
0）。
つ
ま
り
、
謂
宮
.詩
人
で
は
な
い
が
、
文
學
の
才
能
に
よ
っ
て
1
.に
呼
ば
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
詩
人
と
も
い
え
る
。
宮
.詩
人
、
あ
る
い
は
宮
.で
登
用
す
べ
き
と
し
た
詩
人
の
作
品
の
纂
を
、
皇
,が
命
じ
た
こ
と
は
、
や
は
り
單
な
る
個
人
&愛
好
に
は
止
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
作
品
が
自
身
や


1に
と
っ
て
2ま
し
い
も
の
と
、
命
令
す
る
側
、
つ
ま
り
皇
,
の
側
が
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
（
3）。
と
こ
ろ
で
、

代
に
は
、
書
4の
5積
は
必
6に
應
じ
て
數
-に
わ
た
り
行
わ
れ
た
（
7）。
そ
し
て
、
宮
中
の
8書
を
9や
す
と
い
う
現
象
は
、
中
國
詩
文
論
叢
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い
わ
ば
文
政
策
の
一
面
を
含
ん
で
い
る
。
別
集
も
そ
の
對
象
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
廣
範
圍
の
收
集
と
は
別
に
、
特
定
の
詩
人
に
つ
い
て
纂
、
獻
上
が
あ
え
て
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
特
別
な
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
、
皇
個
人
の
志
向
と
合
す
る
と
共
に
、
加
え
て

の
文
政
策
上
に
お
い
て
も
特
に
收
集
す
る
價
値
が
あ
る
と
斷
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
價
値
と
は
、
狹
義
の
政

	側
面
に
限
ら
れ
な
い
。
國
家
と
皇
の

威
を
壯
麗
に
る
機
能
も
、
そ
の
文
學
の
價
値
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
『
王
維
集
』
も
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
一
例
で
あ
る
。
代
宗
の
答
詔
に
は
、
「
石
室
に
す
る
、
歿
し
て
朽
ち
ず
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
宮
中
の
書
庫
に
永
久
に
保
存
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
先
に
、



詩
家
國
風
樂
府
な
ど
儒
家
	詩

を
意
識
し
た
語
に
必
ず
し
も
政
治
	色
は
く
は
投
射
さ
れ
て
い
な
い
と
べ
た
が
、
こ
の
深
の
文
に
置
く
と
き
、
や
は
り
文
政
策
と
何
ほ
ど
か
關
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
王
維
集
』
の
纂
、
獻
上
に
は
、
代
宗
個
人
の
體
驗
に
基
づ
く
王
維
詩
文
へ
の
愛
好
と
あ
わ
せ
て
、
代
宗
の
文
政
策
の
一
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
。
そ
れ
を
支
え
た
「
天
下
文
宗
」
と
い
う
價
も
、
大
へ
と
な
る
こ
の
文
政
策
と
い
う
文
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
、
代
宗
位
後
の
中
央
文
壇
の
況
第
二
章
で
は
、
王
縉
の
上
表
文
と
代
宗
の
答
詔
の
の
差
に
目
し
、
そ
の
背
後
に

の

威
に
對
す
る
、
君
臣
雙
方
の
配
慮
の
存
在
を
確
し
た
。
第
三
章
で
は
、
代
に
お
け
る
敕
命
に
よ
る
別
集
の

纂
、
獻
上
に
つ
い
て
の
 査
か
ら
、
そ
れ
に
文
政
策
と
い
う
重
!な
一
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
推
論
し
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
"
位
も
な
い
時
期
に
代
宗
は
、『
王
維
集
』
を
求
め
、「
天
下
文
宗
」
と
い
う
價
を
與
え
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
代
宗
"位
#後
の
長
安
に
お
け
る
文
壇
の
$況
に
目
し
た
い
。
『
隋
五
代
文
學
年
史
（
中
卷
）
（
%）』
は
天
寶
十
五
載
に
は
じ
ま
り
、
こ
の
の
$況
を
整
理
す
る
に
は
、
き
わ
め
て
&合
が
よ
い
。
以
下
、
こ
れ
に
よ
っ
て
長
安
に
居
'・
滯
在
し
た
と
思
わ
れ
る
文
人
を
あ
げ
て
お
く
。至
(二
載
九
)
（
長
安
囘
復
）
十
)
錢
*
（
+）
十
一
)
杜
甫
十
二
)
王
維
・
杜
甫
至
(三
載
・
乾
元
元
年
正
)
岑
參
・
杜
甫
・
王
維
二
)
蘇
端
・
賈
至
・
王
維
・
杜
甫
・
岑
參
代
宗
に
よ
る
「
天
下
文
宗
」
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て
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三

嚴
武
・
徐
・
王
維
・
錢
・
杜
甫
・
岑
參
・
司
空
・
賈
至
（
↓汝
州
）
六


・
劉
佚
・
嚴
武
・
杜
甫
（
い
ず
れ
も
離
京
）
九

王
維
・
李
嘉

（
本
年
）
李
翰
・
徐

乾
元
二
年
三

錢
（
	田
）・
岑
參
・
王
維
五

高

・
岑
參
（
↓
州
）
九

元
結
・
薛
據
・
王
維
・
李
嘉
（
↓

陽
）
上
元
元
年
二

元
結
五

王
維
八

顏
眞
（
↓蓬
州
）
十
一

王
維
（
本
年
）
戎

上
元
二
年
七

王
維
（
）
十
一

錢

寶
應
元
年
正

岑
參
四

（
代
宗
位
）
九

嚴
武
・
士
元
（
渭
南
）
十
二

士
元
（
渭
南
）
寶
應
二
年
・
廣
元
年
正

岑
參
・（『
王
維
集
』
獻
上
）
二

耿

三

錢
（
	田
）・
士
元
（
渭
南
）
九

岑
參
・
嚴
武
・
錢

十

錢

十
二

賈
至
・
張
謂
こ
れ
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
は
、
王
維
の
年
の
み
な
ら
ず
（
）、
そ
の
後
も
、
中
央
に
文
人
と
呼
べ
る
存
在
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
王
維
の
後
で
は
、
長
安
と
そ
の
邊
に
は
、
岑
參
・
錢
・
嚴
武
・
士
元
な
ど
し
か
確
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
長
安
囘
復
の
後
、
代
宗
の
位
直
後
ま
で
中
央
文
壇
は
空
白
と
も
呼
べ
る
ほ
ど
の
況
で
あ
っ
た
。
安
史
の
亂
と
そ
の
後
の
混
亂
の
な
か
で
、
そ
の
空
白
は
、
あ
る
い
は
現
實
以
上
に
く
感
じ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
代
宗
の
答
詔
に
は
「
栢
梁
の
會
、
今
や
則
ち
ぶ
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
れ
は
直
接
に
は
、
天
寶
年
に
お
け
る
、
王
維
を
含
ん
だ

 の
詩
會
が
!に
"滅
し
た
こ
と
を
示
す
（
#）。
同
時
に
、
安
史
の
亂
以
$の
中
央
文
壇
の
空
白
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
況
に
%っ
中
國
詩
文
論
叢
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た
中
央
文
壇
を
囘
復
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
人
材
を
呼
び
寄
せ
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
さ
ら
に
、
長
安
、
よ
り
限
定
す
れ
ば

に
お
い
て
創
作
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
學
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
範
が
提
示
さ
れ
る
必
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
規
範
こ
そ
、
王
維
の
文
學
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
『
王
維
集
』
獻
上
の
求
と
そ
れ
を
支
え
た
「
天
下
文
宗
」
の
價
は
、
文
學
を
手
段
と
す
る
文

再
興
、
國
家
の
禮
樂
秩
序
の
再

	に
お
い
て
、
王
維
の
文
學
を
重
な
規
範
と
し
て
提
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
代
宗
の

位
直
後
に
、
こ
の
價
を
敢
え
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
の
個
人
愛
好
に
依
り
つ
つ
、
そ
の
治
世
に
お
け
る
文
學
規
範
を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
る
。
王
維
の
文
學
を
中
央
文
壇
の
規
範
と
す
る
代
宗
の
意
圖
を
、
王
縉
も
當
然
、
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、
「
『
王
維
集
』
表
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

や
皇
の
威
に
は
、
十
分
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
代
宗
自
身
に
と
っ
て
も
、
王
維
は
そ
の
文
學
を
重
な
規
範
と
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
必
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
に
、

を
と
す
る
中
央
文
壇
で
規
範
さ
れ
る
の
に
不
當
な
部
分
は
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
安
祿
山
か
ら
「
僞
官
」
を
け
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
代
宗
が

の
威
を
意
識
す
る
時
、
こ
れ
に
觸
れ
な
い
よ
う
、
專
ら
王
維
の
文
學
に
の
み
言
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
章
で
確
し
た
、
こ
の
よ
う
な

の
威
へ
の
配
慮
は
、
文
政
策
と
し
て
の
文
再
興
の
な
か
で
王
維
の
詩
文
を
規
範
と
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
、
と
言
え
る
。點
を
轉
ず
れ
ば
、
代
宗
は
寶
應
元
年
に
、
に
當
塗
で
し
た
李
白
を
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
、
左
拾
と
し
て
任
官
し
た
こ
と
が
、
劉

白
「
故
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」
び
范
傳
正
「
李
白
新

」
に

べ
ら
れ
て
い
る
（
）。
そ
の
經
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
王
維
や
『
王
維
集
』
を
め
ぐ
る
 況
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
李
白
は
永
王
李
!の
軍
に
參
加
し
、
叛
徒
と
し
て
"わ
れ
た
。
に
恩
赦
を
け
て
い
る
と
は
い
え
、
反

#の
一
黨
で
あ
っ
た
こ
と
に
相
$
な
く
、
し
か
も
高
齡
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
物
を
長
安
に
召
%
し
、
諫
職
に
つ
け
る
こ
と
は
&例
で
あ
り
、
こ
れ
が
事
實
な
ら
ば
'險
な
決
定
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
(れ
ば
、
こ
の
李
白
も
、
天
寶
元
年
秋
か
ら
同
三
載
春
ま
で
の
第
二
)在
京
期
（
*）に
翰
林
供
奉
と
し
て
、
ま
た
宮
詩
人
と
し
て
宮
中
に
出
入
し
て
い
た
。
十
六
+か
ら
十
九
+の
,年
期
に
、
そ
の
記
憶
を
持
つ
代
宗
に
と
っ
て
、
李
白
は
、
彼
一
人
を
も
っ
て
中
央
文
壇
の
大
き
な
空
白
を
埋
め
る
に
足
る
ほ
ど
の
人
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
文
學
に
よ
る
文

再
興
と
い
う
點
に
お
い
て
、
李
白
は
、
に
し
て
い
た
王
維
と
と
も
代
宗
に
よ
る
「
天
下
文
宗
」
に
つ
い
て
（
紺
野
）
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に
最
の
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
王
維
と
李
白
で
は
、
宮
詩
人
一
面
を
共
有
す
る
も
の
の
、
經
も
、
そ
し
て
詩
風
も
大
き
く
な
る
。
こ
の
點
を
代
宗
が
理
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
代
宗
の
一
の
行
動
は
、
個
人
な
文
學
愛
好
よ
り
も
、
文
	政
策
と
し
て
の
文

再
興
の
側
面
が
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
代
宗
の
行
動
に
は
、
體
驗
に
基
づ
く
個
人
愛
好
の
側
面
と
政
治
意
味
を
持
つ
文

再
興
の
側
面
が
存
し
て
い
る
と
い
う
本
稿
の
張
を
傍
證
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
（
）。
五
、
小
結
本
稿
で
は
、
王
維
に
對
す
る
の
代
宗
の
「
天
下
文
宗
」
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
問
題
を
指
摘
、
檢
討
し
て
き
た
。
『
王
維
集
』
の
別
集
の
纂
・
獻
上
の
敕
命
は
、
代
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
文
	政
策
意
義
を
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
た
「
天
下
文
宗
」
と
い
う
價
に
よ
っ
て
、
王
維
の
詩
文
は
、
中
央
文
壇
が
空
白
で
あ
っ
た
代
宗
位
直
後
に
お
け
る
文
學
規
範
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
王
維
の
文
學
を
規
範

す
る
意
圖
が
代
宗
・
王
縉
に
共
し
て
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
兩
は

や
皇
の
威
を
意
識
し
、
そ
れ
が
「
『
王
維
集
』
表
」
と
代
宗
の
答
詔
に
お
け
る
齟
齬
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
規
範

に
は
代
宗
個
人
の
文
學
愛
好
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
文
學
に
よ
る
文


再
興
と
い
う
政
治
意
味
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
價
に
よ
っ
て
規
範

さ
れ
た
王
維
の
文
學
は
、
實
際
に
は
ど
の
よ
う
に
容
さ
れ
た
の
か
。
筆
は
、
こ
の
の
錢
の
働
き
が
重
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
錢
が
生
の
王
維
と
實
際
に
交

が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
當
時
の
空
白
の
中
央
文
壇
の
中
で
は
、
數
少
な
い
詩
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
後
に
續
く
大
年
、
十
才
子
の

 
と
し
て
活
!す
る
こ
と
に
な
る
。
錢
が
王
維
の
文
學
を
繼
承
し
、
大
文
學
を

 す
る
際
に
、
代
宗
の
發
し
た
「
天
下
文
宗
」
と
い
う
價
が
大
き
な
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
〔
〕
（
１
）
"・
趙
殿
#『
王
右
丞
集
箋
$』
（
上
%古
&出
版
'排
印
本
、
一
九
九
八
年
八
(第
一
版
）
卷
末
「
右
丞
年
)」
*び
陳
鐵
民
『
王
維
集
校
$』（
中
+書
局
、
一
九
九
七
年
八
(第
一
版
）「
王
維
年
)」
一
三
七
三
頁
を
參
照
。
（
２
）
"・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
$』
（
中
+書
局
排
印
本
、
一
九
七
九
年
一
〇
(第
一
版
）
卷
一
七
。
,引
の
鶴
$に
よ
れ
ば
、
大
元
年
（
七
六
六
）
の
作
と
す
る
。
中
國
詩
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叢
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（
３
）
本
稿
で
は
、
『

書
』
は
中
書
局
排
印
本
（
一
九
七
五
年
五

第
一
版
）
を
、
『
新
書
』
は
同
（
一
九
七
五
年
二
第
一
版
）
を
使
用
す
る
。
な
お
該
當
部
分
に
つ
い
て
、
『
新
書
』
卷
二
〇
二
文
傳
中
に
、「
寶
應
中
、
代
宗
語
縉
曰
、『
嘗
於
王
座
聞
維
樂
章
、
今
傳
幾
何
』
	中
人
王
承


取
、
縉
集
數
十
百
篇
上
之
」
と
あ
る
。
『

書
』
に
つ
い
て
は
後
す
る
。
（
４
）
孫
明
君
「
天
下
文
宗
名
高
希
代
代
宗
期
待
野
中
王
維
詩
歌
」（
陝
西
師
範
大
學
『
陝
西
師
範
大
學
學
報
（
哲
學
會
科
學
版
）』
第
三
六
卷
第
五
期
九
八
頁
―
一
〇
三
頁
、
二
〇
〇
七
年
九
）
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て
比
較
詳
し
く
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
（
５
）
『

書
』
卷
一
一
八
王
縉
傳
、『
新
書
』
卷
一
四
五
王
縉
傳
を
參
照
。
（
６
）
王
縉
の
上
表
文
と
代
宗
の
答
詔
に
つ
い
て
は
、
靜
嘉
堂
宋
本
影
印
『
王
右
丞
文
集
〔
複
製
〕』（
靜
嘉
堂
稀
覯
書
之
七
、
雄
松
堂
書
店
販
賣
、
一
九
七
七
年
七
發
行
）
卷
一
收
を
底
本
と
し
、『
文


』（
中
書
局
影
印
本
、
一
九
六
六
年
五
）
卷
六
一
一
び
『

文
』
卷
四
六
（
代
宗
）・
三
七
〇
（
王
縉
）（
上
古
出
版
影
印
本
、
一
九
九
〇
年
一
二
第
一
版
）
を
參
考
に
し
た
。
な
お
、
王
維
詩
文
の
引
用
も
『
王
右
丞
文
集
〔
複
製
〕』
を
用
い
、
宜
本
を
參
考
に
し
た
。
（
７
）
陳
鐵
民
「
王
維
生
五
事
考
辨
」（
『
王
維
論
稿
』
六
〇
―
六
二
頁
、
人
民
文
學
出
版
、
二
〇
〇
六
年
一
二
第
一
版
）
「
四




」
は
『

書
』
の
「
祿
山
素
憐
之
、
	人
置
洛
陽
」
と
い
う
記
を
否
定
す
る
。
（
８
）
た
と
え
ば
田
 一
「
王
維
に
お
け
る
業
思
想
安
祿
山
の
亂
を
め
ぐ
っ
て
」
（
中
國
詩
文
!究
會
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
八
集
、
一
九
八
九
年
一
〇
）
六
七
頁
は
「
佛
"の
『
業
思
想
』
こ
そ
が
、
王
維
の
幽
閉
中
び
そ
れ
以
後
の
態
度
・
行
動
に
大
き
な
影
#を
與
え
た
の
で
は
な
い
か
」
と
べ
る
。
（
９
）
『

書
』
卷
一
一
八
王
縉
傳
、『
新
書
』
卷
一
四
五
王
縉
傳
を
參
照
。
（
10）
こ
の
こ
と
は
白
居
易
の
別
集
の
$纂
を
見
た
場
合
、
興
味
深
い
。
白
居
易
が
自
ら
の
文
集
を
、
將
來
に
保
存
す
る
こ
と
を
目
に
五
本
を
筆
寫
し
、
寺
院
な
ど
へ
%っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
（
白
居
易
『
白
氏
集
後
記
』
）
し
か
し
、
皇
&に
獻
上
し
た
と
い
う
記
'は
確
(で
き
な
い
。
宮
中
の
書
庫
で
あ
る
集
賢
祕
閣
は
『

書
』
卷
一
八
九
儒
學
傳
に
「
（
蘇
）
弁
聚
書
至
二
萬
卷
、
皆
手
自
刊
校
。
至
今
言
蘇
氏
書
、
)於
集
賢
祕
閣
焉
」
と
あ
る
よ
う
に
最
大
の
書
量
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
加
わ
れ
ば
名
*で
あ
る
と
同
時
に
、
（
燒
失
や
散
佚
の
危
險
は
+う
も
の
の
）
保
存
に
お
い
て
も
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。
,年
、
す
く
な
く
と
も
官
-に
お
い
て
格
別
の
問
題
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
白
居
易
の
文
集
が
、
自
身
に
よ
っ
て
は
獻
上
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
皇
&に
よ
る
特
定
の
別
集
の
$纂
・
獻
上
の
命
令
が
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
（
11）
『
新
書
』
卷
二
〇
三
文
傳
下
に
も
同
樣
の
記
が
あ
る
。
（
12）
『

文
』
卷
七
〇
三
。
な
お
、
李
.裕
の
例
が
他
と
/な
る
の
は
、
自
ら
の
文
集
を
提
出
す
る
と
い
う
點
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
代
宗
に
よ
る
「
天
下
文
宗
」
0に
つ
い
て
（
紺
野
）
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（
13）
『
新
書
』
卷
二
〇
一
文
傳
上
に
「
徐
業
亂
、
（
駱
）
王
爲
府
屬
、
爲
業
傳
檄
天
下
、
斥
武
后
罪
。
后
讀
、
…
…
或
以
王
對
、
后
曰
、『
宰
相
安
得
失
此
』」
と
あ
る
。
（
14）


	（
４
）
孫
論
文
は
「
期
待

野
」
（
ex
p
ectin
g
v
iew
）
の

點
か
ら
、
「
這
一
價
折
射
了
當
時
最
高
統
治
對
文
學
創
作
政
治
態
度
和
審
美
趣
。
從

政
治
角
度
看
、
典

和
王
維
詩
歌
是
代
宗
眼
里
新
經
典
。
從
日
常
生
活
角
度
看
、
王
維
詩
歌
反
映
了

時
代
貴
族
階

審
美
標
準
和

趣
味
」
（
一
〇
三
頁
）
と

べ
る
。
（
15）
『

書
』
卷
四
六
經
志
に
は
、
代
に
は
の
例
が
確
さ
れ
る
。・
貞
中
、
令
狐

、
魏
相
爲
祕
書
監
、
上
言
經


 、
!行
"
#、
并
奏
引
學
士
校
定
、
群
書
大
備
。
・
至
（
開
元
）
七
年
、
詔
公
$士
庶
之
家
、
%有
&書
、
官
借
繕
寫
。
・
肅
宗
・
代
宗
崇
重
儒
、
'詔
"
#。
・
文
宗
時
、
…
…
詔
令
祕
閣
(訪
)文
、
日
令
添
寫
。
（
16）
陶
*・
李
一
飛
・
傅
+
,『
隋
五
代
文
學
-年
史
（
中
卷
）
』
（
.
/出
版
0、
一
九
九
八
年
一
二
1第
一
版
）
二
九
―
一
三
一
頁
。
（
17）
王
維
・
鄭
虔
ら
「
僞
官
」
に
就
い
て
い
た
人
物
を
除
く
。
（
18）
陣
2孝
文
「
王
維
の
3川
4『
喜
5』
と
宦
官
李
輔
國
の
專
6」
（
九
州
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
論
集
』
第
三
五
號
、
二
〇
〇
六
年
一
二
1）
二
五
頁
は
李
輔
國
が
7力
を
握
っ
た
た
め
「
玄
宗
の

臣
で
あ
っ
た
王
維
の
友
人
8は
左
9の
憂
き
目
に
:っ
て
い
る
」
と

べ
る
。
（
19）
『

書
』
卷
九
玄
宗
紀
に
、
「
（
天
寶
）
十
四
載
春
三
1丙
寅
、
宴
群
臣
于
;政
樓
。
奏
九
部
樂
。
上
賦
詩
。
效
柏
梁
體
」
と
あ
る
。
（
20）
「
代
宗
登
極
、
廣
<淹
瘁
、
時
君
亦
拜
拾
)、
聞
命
之
後
、
君
亦
=
矣
」（
劉
記
）、
ま
た
「
代
宗
之
初
、
(羅
俊
 、
拜
公
左
拾
)、
制
下
于
>庭
、
禮
?于
玄
壤
、
生
不
@祿
、
A而
稱
官
、
嗚
呼
命
與
」
（
范
傳
）
と
あ
る
。（
B・
王
C『
李
太
白
D集
』（
中
E書
局
排
印
本
、
一
九
七
七
年
九
1第
一
版
）
卷
三
一
に
依
據
し
た
）
（
21）
松
浦
友
久
『
李
白
傳
記
論
客
寓
の
詩
想
』
（
F文
出
版
、
一
九
九
四
年
九
1初
版
）「
李
白
に
お
け
る
長
安
體
驗
（
下
）」
一
九
九
・
二
〇
〇
頁
を
參
照
。
（
22）
文
學
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
代
宗
は
「
G修
學
H制
」（
『
D
文
』
卷
四
六
）
と
い
う
制
敕
も
發
し
て
い
る
。
ま
た
『
新
書
』
卷
五
七

文
志
に
「
元
載
爲
相
（
元
載
が
宰
相
と
な
る
の
は
寶
應
元
年
の
こ
と
で
あ
る
）
、
奏
以
千
錢
"書
一
卷
、
又
命
拾
)
I發
等
使
江
淮
括
訪
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
も
文
J再
興
の
一
Kと
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
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